
１ 国（地域）名：イギリス（スコットランド） 

 
２ 選挙権年齢や成人年齢 

スコットランドは、1707 年のイングランドとの統合以降、英国（連合王国）の一部であ
り、政府も議会も統合されていたが、1998年のスコットランド法の成立によって内政権を確
立しており、スコットランド議会（一院制）や政府（内閣）等が設置され、英国議会や政府

が留保している外交、国防、経済などの権限を除き、司法、警察、教育などの行政権限を有

している 1）。スコットランド議会の選挙権、被選挙権は当初は英国議会と同じ 18歳であった
が、選挙権については 2015年の法改正により 16歳に引き下げられ 2）、翌 2016年に引き下
げ後最初の選挙が行われた。なお、成人年齢については英国と同様 18歳とされているが、取
引行為などについてはスコットランドでは 16歳から可能である 3）。 

2023 年 1 月時点での英国議会ならびにスコットランド議会の選挙権年齢等は、表 1 の通
りである。 
 

表１ 選挙権年齢（被選挙権年齢）と成人年齢 
 英国議会 スコットランド議会（1998 年スコットランド法） 
(1) 選挙権年齢・法改正年 18 歳（1969 年） 16 歳（2015 年） 
(2) 被選挙権年齢・法改正年 18 歳（2006 年） 18 歳 
(3) 成人年齢・法改正年 18 歳（1969 年） 18 歳（取引行為は 16 歳から可能）（1991 年） 

 
３ 社会系教科目の構造 

（１）学校教育制度 4） 
スコットランドは、英国内で独自の教育行政権限を有しており、独自の学校教育制度を設

けている。学校制度は、Primary School（P1～P7）、Secondary School(S1～S6)、
University(4years)等があるが、就学義務があるのはＰ１から S4までである。学校年度は８
月開始であり、小学校への就学は学校年度の３月１日に満５歳になっている子どもである。

したがって、P1は４～５歳児となるが、８月の学校年度開始時点で５歳に達していない子ど
もの保護者は、子どもが学校に行く準備ができていないと考える場合、小学校への入学を延

期する権利がある。 
（２）教育課程の特質（日本との相違） 

スコットランドの教育課程は、日本と比較して、よりコンピテンシーベースのものになっ

ているといってよく、地域や学校の特質、学習者の実態などに合わせて各学校等が具体的な

カリキュラムを編成することが求められている。スコットランド政府は教育目標に基づく教

育課程の基本的枠組みや必須の領域、評価方針などの大枠を示しており、日本のように学校

種や学年ごとに教科等を指定して教育課程の構造を具体的に示すという形式をとっていない

5)。 
スコットランドの教育課程は、３歳から 18 歳までの教育課程全体の目標として掲げる４

つの資質・能力（サクセスフル・ラーナーズ、自信に満ちた個人、責任ある市民、効果的な

貢献者）を育成するため、「学習経験を組織する基本的な４つのコンテクスト」（カリキュラ

ムエリアとサブジェクト、学際的な学習、コミュニティとしての学校の理念と生活、自己実

現の機会）によって編成される。そのうち、カリキュラムエリアは、基本的な８つの領域（１．



Expressive arts 表現芸術、２．Health and wellbeing 健康とウェルビーイング、３．

Languages 言語、４．Mathematics 数学、５．Religious and moral education 宗教的・

道徳的教育、６．Sciences 理科、７．Social studies 社会科、８．Technologies テクノ

ロジー）と補助的な５つの領域（９．Literacy and English リテラシーと英語、１０．

Community Learning and Development コミュニティの学習と開発、11．Community 
Resilience 地域社会の回復力、12．Gaelic Education ゲール語教育、13．Political Literacy 
政治的リテラシー）が示されており、これらを軸に、各学校等が具体的な教科（subject）や
学習活動を設定する形になっている。 
（３）社会系教科目の構造 

教育課程編成の基本的な考え方や方法が日本と異なるため、教科目の構造を日本と同様の

レベルで具体的に示すことは困難である。ただ、８つのカリキュラムエリアの一つに社会科

（Social Studies）が設けられ、主な学習内容や学習活動、評価内容などが３歳から 18歳ま
での 15年間を５つのレベルに分ける形で示されており、これが 15年間の教育課程における

カリキュラムエリアとしての社会科の構造を示している 6)。 
このカリキュラムエリアの学習として、具体的に各学校で設定するものがサブジェクト

(subject)と呼ばれるものである 7)。スコットランドのサブジェクトは、日本の教育課程でい

えば、教科というよりは、高等学校で教科の中に設定されている科目に近いものと捉える方

が妥当であると思われる。実際に、各学校等では、社会科というカリキュラムエリアの学習

としてどのサブジェクトを設定するかを決めて学校の教育課程を編成しているようである。

日本でも高等学校は学習指導要領で決められている範囲内で各教科をどのような科目編成で

履修させるかを決めて教育課程を編成しており、スコットランドでは学校種を限定せず、日

本よりも柔軟な形でそのような教育課程編成が行われていると考えれば、理解しやすいので

はないかと考えられる。 
スコットランドの学校で、社会科というカリキュラムエリアのサブジェクトとして設定さ

れているものとしては、歴史（History）、地理（Geography）、経済（Economic）、現代の研

究（Modern Studies）、人々と社会（People and Society）、哲学（Philosophy） 社会学

（Sociology）、宗教・道徳・哲学（Religious Moral and Philosophical Studies - RMPS）等
がある 8）。 
 
４ 公民系教科目の教育目標・教育内容（小中高の一貫性を観点に） 

（１）目標 

カリキュラムエリアとしての社会科の目標は、以下のように説明されている 10）。基本的に

は、社会に関する知識や技能を理解して身につけることを基盤としつつ、それらをもとに現

実の社会について考えて判断し、行動することにまで結びつける事ができるようになること

が目指されており、資質・能力を身につけた主体的な責任ある市民の育成につなげて行くこ

とが目指されている。この点については、次節で示すコンピテンシー（資質・能力）と重要

な関連がある。 
 
◆社会科には、歴史的、地理的、社会的、政治的、経済的、ビジネス的な文脈における経験

と成果が含まれる。子どもや若者にとって、自分が住んでいる場所や、家族やコミュニテ



ィの遺産を理解することは重要である。社会科を通して、子どもや若者は、異なる時代、

場所、状況の中で、自分たちの民族とそれを形作ってきたもの、他の人々とその価値観、

そして自分たちの環境がどのように形成されてきたかを学ぶことで、世界に対する理解を

深めていく。 

◆若者たちは、人類の偉業について学び、社会の変化や紛争、環境問題を理解する。理解が

深まれば、情報を得た上で責任ある市民として行動することで、出来事に影響を与えるこ

とができるようになる。 

◆社会科を学ぶことで、子どもや若者は以下のことができるようになる。 
□過去と現在の人間の活動と業績、政治的、社会的、環境的問題、そして自分の社会と他

の社会を支える価値観について学ぶことで、世界に対する理解を深める。 
□情報にアクセスし、分析し、利用することで、批判的思考の能力を養う。 
□自分自身の信念と世界観を形成し、異なる価値観、信念、文化に対する理解を深める。

異なった価値観、信念、文化に対する理解を深める。 

□生涯学習のための確固とした基礎を築き、一部の人はさらに専門的な学習やキャリアの

ための基礎を築く。 
◆社会科を学ぶことで、子どもや若者は以下のことが可能になる。 
・スコットランドの歴史、遺産、文化への理解を深め、世界の中での自分の地域や国の遺産

を評価すること。 
・過去と現在の人類の活動と成果について学ぶことで、世界に対する理解を深める。 
・自分の価値観、信念、文化、そして他者の価値観に対する理解を深める。 
・批判的かつ自立的な思考を通じ、民主主義と市民権の原則に対する理解を深める。 
・さまざまなタイプのソースや証拠を探索し、評価する。 
・時間と場所の中で、時代、人、出来事を見つけ、探索し、結びつける方法を学ぶ。 
・地元や遠く離れた場所の特徴や場所を見つけ、探索し、結びつける方法を学ぶ。 
・進取の気性を高めるような活動を行う。 
・企業を刺激し、ビジネスに影響を与える概念の理解を深める。 
・生涯学習、さらに専門的な学習やキャリアのための確固たる基礎を築く。 

（２）スタンダード or コンピテンシー 

スコットランドのカリキュラムの基本理念と基本構造は、次のようなものとして説明され

ている 11)。スコットランドのすべての子どもと若者は、学習者の人生（journey）の一環とし

て、今日の世界に適応し、批判的に考え、活躍するために必要な知識、スキル、特性を身に

つける機会を得るために、３歳から 18 歳まで一貫したカリキュラムを経験する権利がある

（義務教育は５歳から 16歳の 11年間であるが、カリキュラムは 15年間のものとして示さ

れている）。 
そのような学習経験を通じて、スコットランドのカリキュラムが育成を目指すコンピテン

シー（資質・能力）は、表２のような４項目が示されており、この４項目の資質・能力の育

成について、８つのカリキュラムエリアがそれぞれどのようにその役割を果たすのかがカリ

キュラムエリアごとに示されている。表３は、カリキュラムエリアとしての社会科が育成を

担う資質・能力の内容を示したものである。 
 



表２ ４つの資質・能力の項目 
□サクセスフル・ラーナーズ（successful learners）としての資質・能力 
□自信に満ちた個人（confident individuals）としての資質・能力 
□責任ある市民（responsible citizens）としての資質・能力 
□効果的な貢献者（effective contributors）としての資質・能力 

 
表３ カリキュラムエリアとしての社会科が育成を担う資質・能力 

◆サクセスフル・ラーナーズの育成 

社会科の学習は、子どもたちの視野を広げ、時間と場所に関する知識を増やし、世界を新しい方法で見る

ことに挑戦する。子どもたちは、さまざまな種類の情報源から情報を入手して利用し、自分の結論を得るた

めに証拠や議論について批判的に考えることを学ぶ。そして、議論や討論の中でそれらを正当化することを

学ぶ。また、社会科の学習は、読み書きや計算能力の向上にも大きく貢献する。 

◆自信に満ちた個人の育成 

子どもや若者の文化的背景がどのようなものであっても、社会科の学習を通じて、自分のアイデンティテ

ィをより深く理解することができる。自分の環境、自分のコミュニティや国の過去と現在について学ぶこと

で、スコットランドを形成してきた政治的・社会的変化についての理解を深めることができる。また、自分

の価値観を確立するためのサポートを受け、社会的、政治的、歴史的、環境的な問題に対する自分のスタン

スを他者に伝えるような自信を身につける必要がある。 

◆責任ある市民の育成 

子どもや若者は、社会科を通じて、歴史的、地理的、社会的、経済的、政治的な知識や理解の枠組みを徐々

に構築していく。他の時代、他の場所にある社会の価値観、信念、文化について学ぶことで、不寛容や偏見

に疑問を持ち、他の人々を尊重する姿勢を身につけることができる。個人や社会が直面している倫理的ジレ

ンマを探求することは、学習の重要な特徴である。社会科での学習の最も重要な成果の一つは、政治的、経

済的、社会的、文化的な生活に責任を持って参加するという約束である。 

◆効果的な貢献者の育成 

個人でもグループでも、調査的、創造的、批判的な思考を通して知識と理解を深めることで、子どもや若

者は人生や仕事に重要な特性を身につけることができる。企業を刺激し、ビジネスに影響を与える概念を学

び、応用することで、持続可能な世界経済に対するスコットランドの貢献を理解することができる。また、

市民社会への積極的な参加者として、援助活動や環境プロジェクト、ボランティア活動などを通じて、社会

の福利にどのように貢献できるかを考えることができる。 

 
（３）学習を組織化する４つのコンテクスト 

スコットランドのカリキュラムとは、幼少期の学習や保育から、学校やそれ以降に至るま

で、子どもや若者のために計画されたすべてのこと、総体と定義されている。そしてこの総

体は、表４に示す４つのコンテクストによって学習者にたいする教育計画として設計される

際のコンテクストとは、資質・能力の育成を図る学習活動を編成するときの軸となるもので

ある 12)。 
 
 



表４ 学習活動を編成する際の４つのコンテクスト 
□自己実現の機会   

□学際的な学習   

□コミュニティとしての学校の理念と生活   

□カリキュラム領域と教科（科目） 
 
（４）カリキュラム構成のオーガナイザー 

カリキュラムエリアの 1 つとしての社会科の 15 年間のカリキュラムを編成するにあたっ

ては、オーガナイザーと呼ばれるものが育成を目指す資質・能力を設定していく際の軸とし

て使われる 13)。社会科のオーガナイザーとして示されているものは、表５に示す３つのもの

であり、その役割については次のように説明されている。 
 

表５ 社会科を構成するための３つのオーガナイザー 
□人物、過去の出来事、社会 

□人、場所、環境 

□社会、経済、ビジネスにおける人々 
これらのオーガナイザーは、それぞれの社会科の教科目がもたらす特別な教育的貢献

を認識するとともに、学校や学習者が所属する地域の文脈を反映させることを可能にす

る。教師はこの枠組みを利用して、子供や若者に教科の境界を越えてつながりを持たせる

ことで、効果的な学際的作業の機会を提供する。教師は、オーガナイザーに制約されてい

ると感じることなく、学習を向上させるために、カリキュラム領域内および領域間で計画

を立てる機会を模索する必要があります。オーガナイザーは、カリキュラム作成者自身や

複数の作成者間で一貫した学習プログラムを計画することを支援する。 
 
（５）社会科のカリキュラムのベンチマーク 

 

表６ 社会科のベンチマーク（一部）

 



３つのオーガナイザーに基づき、３歳から 18歳までの 15年間を５つの段階的レベルに分

けて編成した、社会科というカリキュラムエリアが育成を目指す資質・能力は、ベンチマー

クと呼ばれている。表６は、３つのオーガナイザーの１つである「人物、過去の出来事、社

会」の領域で育成を目指す資質・能力として示されているベンチマークの一部を示したもの

である 14)。学年レベルが上がるにつれて、左側から右側へと資質・能力が向上していくこと

が目指されている。なお、年齢が低い段階においては該当する資質・能力が設定されていな

い領域もある。 
このベンチマークとして示された育成を目指す資質・能力をもとに、各学校等は、カリキ

ュラムエリアとしての社会科の具体的な年間カリキュラムや学校カリキュラムを編成するこ

とになる。その際には、編成した内容をどのようなサブジェクトとして構成し、具体的なも

のとして子どもに提示することになると考えられる。 
（６）評価 

カリキュラム全体を通じての評価の観点は「知識・理解（knowledge and understanding）」
「スキル（skill）」「人としての特性と能力（attributes and capabilities）」という３つのもの
が示されている。カリキュラムレベルとしての社会科は、先に表６で示したカリキュラム編

成の基準であるベンチマークをもとに評価を行うことが求められている。評価方法は、パフ

ォーマンス評価を中心に、教科横断的な手法を含め、多様なものが示されている。評価の観

点や評価方法については、以下の表７のようなことが方針として示され、具体的な評価事例

についても示されている 15)。 
なお、スコットランドでは、イングランドと類似の各学習レベルや学校卒業程度の学力を

認定するような統一試験が行われている。今回は具体的な試験問題までは入手できていない

が、試験問題からどのような資質・能力を評価しようとしているのかを具体的に把握するこ

とは可能である。 
 

表７ カリキュラムエリアとしての社会科における評価 
◆評価のポイント 

人間、過去の出来事、社会、場所、環境、経済、ビジネスについての 

知識、理解、スキル 

◆評価の方法 

□日常の授業での学習活動から見取る 

   子どもや若者が説明や記録をしたり、資料を探索して分析したり、情報を解釈して表示し

たり、仲間や大人と話し合ったり、議論したり、調査を行ったり、自分の考えを口頭や書面、

マルチメディア形式で発表したりする中で、証拠を収集する。 

□評価のための課題（レポートや発表成果物など） 

   さまざまな証拠を使用し、その妥当性と信頼性を評価し、日常生活や仕事でこれらを適用

するスキルがどれだけ伸びたかを評価する。そこには、自分の知識と理解を使って証拠を解釈

し、情報に基づいた見解を提示し、議論を継続できるようになるまでの評価が含まれる。 

◆スキルの向上の例 

□意思決定プロセスに参加することの重要性を認識しているか？ 



□ローカル、ナショナル、グローバルな問題に関する議論に貢献するための準備がどの程度で

きているか。 

◆難しい概念の効果的適用（経済的、地理的、歴史的、政治的、社会的な幅広い文脈において） 

□問題の複雑さを理解する能力が高まり、成熟度と共感度が増していること 

□洗練された見解  

□慎重に検討された証拠とソースを参照して、これらをサポートするスキル 

□スコットランドの歴史などについての理解の深さを示すために、学習内容をまとめることが

できる。 

◆社会科以外のカリキュラムエリアや、学校外での学習機会とのリンク 

□遠足、地元や国の様々な遺産への訪問 

□コミュニティのメンバーとの会合 

□持続可能性や企業などの社会問題に対する認識がどれだけ深まったか 

 
５ 他教科・領域等における教育目標・教育内容 

スコットランドのカリキュラムが育成を目指す４つの資質・能力の中で、日本の社会科・

公民科教育が目標とする民主主義社会の主権者としての資質・能力、市民的資質（シティズ

ンシップ）に最も内容的に近いものがどれであるかといえば、それは責任ある市民の育成と

いうことになろう。スコットランドのカリキュラムでは、この責任ある市民の育成について

も、他の資質・能力と同様、８つすべてのカリキュラムエリアにおいて、その内容的特性に

応じて育成を図ることになっている。表８は、各カリキュラムエリアで育成を目指す責任あ

る市民としての資質・能力を示したものである 16)。 
 

表８ 各カリキュラムエリアで育成を目指す責任ある市民としての資質・能力 
１．Expressive arts 表現芸術 

表現芸術は、若者が難しい倫理的問題を探求することを可能にし、個人的・社会的問題への反応を表現する

方法を提供することで、若者が立場や見解を問い、発展させるのを助ける。子供と若者は、スコットランドや

他の社会における文化、芸術、遺産の重要性を探求し、異なる社会の文化的価値と業績について理解を深める

ことができる。このようにして、文化的アイデンティティに対する洞察と経験を深め、国家のアイデンティテ

ィにおける芸術の重要性を認識することができる。 

２．Health and wellbeing 健康とウェルビーイング 

子供と若者は、他人を尊重し、大切にすることを学び、その信念と感情への理解を深める必要がある。これ

は、好ましい人間関係を築き、平等と公平を促進し、差別に対抗するのに役立つ。健康的な食事、活動、好ま

しい人間関係、健康へのリスクについて若者の認識を深めることは、子育てを含む将来の生活にとって重要な

基礎を築くことになる。子供と若者は、幼い頃から、自分の行動と決定が他人からどのような影響を受け、ま

た他人にどのような影響を及ぼすかについて理解を深め、他人や環境に良い影響を与えるような行動をとるこ

とがいかに重要であるかを認識することができる。 

３．Languages 言語 

 子どもや若者は、自分の言語能力を発達させながら、自分の考えや立場を振り返り、発展させることを学ぶ。

自分の考えや気持ちを話したり書いたりして伝える練習をし、他の人の考えや気持ちを考えることを学ぶ。議



論に参加し、対立を解決する手助けをし、決定や行動に影響を与える役割を果たすことを学ぶことができる。

自国語、そして徐々に他の言語での様々な読書を通して、若者は世界に対する視野を広げ、自分の意見を展開

し、難しい決断を下すことができるようになる。他言語の学習は、積極的な国際市民としての重要な要素であ

る。他言語の学習を通して、若者は異文化への理解を深め、先入観や固定観念を再考することが求められる。 

４．Mathematics 数学 

他のカリキュラムエリアで数学を応用することは、例えば持続可能性の問題などに関する知識や理解を子ど

もや若者が深めるのに役立つ。数学は、子どもたちが十分な情報を得た上で意思決定を行うために重要な役割

を果たすことができる。理解を深めることで、数値情報を適切に解釈し、それを使って結論を出したり、リス

クを評価したり、根拠のある評価をしたりすることができるようになる。 

５．Religious and moral education 宗教的・道徳的教育 

宗教と道徳の教育を通して、子供と若者は、自分とは異なる信仰や信念を持つ人々、また宗教とは無関係に

生きる姿勢をとる人々への理解と尊敬を深めるよう奨励される。安全な環境の中で道徳的、倫理的な問題を考

えることによって、子どもたちは善悪について道徳的、倫理的な判断をする能力を養うことができる。そして、

他者や私たちの住む世界に配慮して行動することを学ぶ。 

６．Sciences 理科 

 子どもたちは、科学がダイナミックで創造的な人間のプロセスであり、国内外を問わず人類の文化の発展に

大きく寄与していることを理解するようになるべきである。科学と技術の発展のスピードとその影響が、私た

ちの社会の幸福に多大な影響を与えることを認識することができる。科学的努力の指針となる価値観、すなわ

ち、生物と環境の尊重、証拠と他者の意見の尊重、データの収集と提示における誠実さ、新しい考えに対する

寛容さは、責任ある市民生活の基礎となるものである。 

７．Social studies 社会科 

子どもや若者は、社会科を通じて、歴史的、地理的、社会的、経済的、政治的な知識や理解の枠組みを徐々

に構築していく。他の時代、他の場所にある社会の価値観、信念、文化について学ぶことで、不寛容や偏見に

疑問を持ち、他の人々を尊重する姿勢を身につけることができる。個人や社会が直面している倫理的ジレンマ

を探求することは、学習の重要な特徴である。社会科での学習の最も重要な成果の一つは、政治的、経済的、

社会的、文化的な生活に責任を持って参加するという約束である。 

８．Technologies テクノロジー 

 子どもたちは、社会を変化させ、影響を与えるテクノロジーの役割を理解することで、環境、持続可能な開

発、倫理に関連する問題にますます取り組むことができるようになる。そして、個人の責任感を育むことがで

きる。重要なのは、子どもたちが、製品やサービスの利点と影響を理解し、理性的で倫理的な選択ができる、

情報通の消費者になれることである。 

 
表４を見ても分かるように、各カリキュラムエリアの内容的特性をふまえながら、責任あ

る市民としての資質・能力の育成をカリキュラム全体で担っている。このことからも、教科

の内容をふまえたコンテンツをベースにしたカリキュラム設計ではなく、資質・能力として

のコンピテンシーをベースにしたカリキュラム設計をスコットランドが行っていることが把

握できる。 
 
 



６ 特記事項：子ども・若者のために展開されている政治的・社会的制度や取り組み 

学校外の団体との連携や、学校以外（地域社会や NPO 等）で行われる活動などで、教育

目標に合致するものを積極的にカリキュラムに取り入れ、評価の対象にすることが提唱され

ている。 
 
７ 日本への示唆 

スコットランドのカリキュラムは、資質・能力の育成を目指すコンピテンシーベースの教

育課程編成の考え方を色濃く示している。教科（サブジェクト）という枠は残しながらも、

実質的な教科領域はカリキュラムエリアという名称で設定し、それぞれのカリキュラムエリ

アごとに 15 年間で育成をはかる資質・能力を５つのレベルに分けて示している。各教科の

具体的な学習内容（コンテンツ）は、示されたベンチマークを規準として、学校目標や地域・

学習者の実態などを勘案し、各学校が編成することになっている（教育課程編成の基本的な

考え方）。 
また、カリキュラム全体で育成する４つの資質・能力の１つとして「責任ある市民」が設

定されており、社会科も含めた全てのカリキュラムエリアが市民の育成に責任を負っている

（広義の市民力）。 
また、学習者の成長と教育改善のための教育評価という理念に基づく具体的な評価方法の

提案がなされており、学習者の特質をふまえた教育内容や教育方法・学習活動の編成が目指

されている（個別最適化）。 
以上のような特色を持つスコットランドのカリキュラムは、資質・能力の育成を目指すカ

リキュラム編成の１つの在り方を示している。ナショナルカリキュラムとして具体的に示す

のは、カリキュラム全体並びに各カリキュラムエリアで 15 年間かけて育成を目指す資質・

能力の指標としてのベンチマークであり、そのベンチマークを参考にどのようにして具体的

な学校カリキュラムや学年カリキュラムを編制するのかを示した、カリキュラム編制の方法

を具体的に教師に伝えるための方策が書かれた文書である。各学校では、資質・能力の指標

（ベンチマーク）を規準として、地域や学校、学習者の実情をふまえて適切なコンテンツと

学習活動を構成し、カリキュラムとして編制することになる。そして、そのようなカリキュ

ラムで育成された学力は、統一テストによって評価され、間接的には編制されたカリキュラ

ム自体が評価されることにもつながると言って良い。 
本研究プロジェクトのテーマである 18 歳市民力について、スコットランドカリキュラム

がどのように考えているかという点についての具体的な内容を示すことは難しいが、少なく

ともスコットランドで生活する市民に求められる資質・能力は、各カリキュラムエリアであ

る程度具体的にまとめられている資質・能力としてのベンチマークとして示されている。ス

コットランドのカリキュラムが３歳から 18歳までに 15年間の教育課程として編制されてい

ることからすれば、これらのベンチマークに示されている資質・能力の全てが、スコットラ

ンドが育成を目指している 18歳市民力といえるのではないか。 
スコットランドのカリキュラムは、18歳市民力の１つの考え方を資質・能力として具体的

に示すと共に、その資質・能力の育成をはかるカリキュラム編制の在り方を、日本とは異な

る形で示しているといえるのではないか。 
今回の研究では昨今の事情から現地調査などが難しく、スコットランド政府がインターネ



ット上に示しているナショナルカリキュラムに関する基本文献から把握できる範囲での分析

にとどまっている。具体的には、現地の具体的な学校カリキュラムの事例を対象とした実践

的な分析が必要であろう。そのような研究から、18歳市民力育成のためのカリキュラム編制

に関する、より具体的で実践的な成果と課題が見えてくるはずである。 
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